
菅
原
道
真
研
究―『菅

家
後
集
』
全
注
釈

（十
六
）
－

焼

山

廣

志

今

回
は
、
前

稿
（1
）に
引
き

続

い
て
五
言

排
律

「
484

叙

意

一
百
韻
」

の

三
回
目

の
注
釈

を
試

み

る
。
対

象
と

す

る

の
は

三
十

三
句

か

ら

五
十

六
句

ま

で
で
あ

る
。

注
釈

を
進

め

る
上

で

の

「
凡
例

」

は
前

稿

2̂
}
の
そ
れ

に
倣

う

。
以

下
、
作

品

の
注
釈

は
便

宜

上
、
八
句

ず

つ
に
分

け

て
行

っ
て

い
き

た

い
。

二

 

捌

叙
意

一
百
韻

（そ
の
五
）
三
十
三
句
～
四
十
句

隔盟

―繭

■

―㎜
閣

閣

33

村
翁
談
往
事

○
○
○
●
●

3435

客
館
忘
留
連ド妖害何因避

●
●
●
○
◎○●○○●

36

悪
名遂

欲
翻

●
○
●
●
◎

37

未
曽
邪
勝
正

●
○
○
●
●

38

或
以
實
帰
権

●
●
●
○
◎

3940

移
徒空

官舎ド修螢朽采
橡

○
●
○
○
●○○●●◎

*
脚
韻

は
下
平
声

「先
」
韻
、
韻
字

は

「
連
、
錫
、
権

、
橡
」

で
あ
る
。

国
○

因

…
由

（刊

本
）

○

采

…
松

（加

越
能

）

椙

（静

嘉
）

（彰
考

）

（尊

一
）

（尊

二
）

（尊

三
）

▼
椙

采
イ

（右
傍

注
）

（静
嘉

）

（尊

四
）

▼
頭
注

「
采

作
椙

」

（
大
島

）

1團

謬
て

（尊

四
）

一44一



34

客
館
留
連
を
忘
る

よ
う
が
い

35

妖
害
何
に
因
り
て
か
避
け
む

の
ぞ

36

悪
名
は
遂
に
劉
か
ん
と
欲
す

37

未
だ
曽
て
邪
は
正
に
勝
た
ざ
れ
ど

じ
つ

ご
ん

38

或
は
實
を
以
て
権
に
帰
す

う

つ

む
な

39

移
徒
る
は
空
し
き
官
舎

さ
い
て
ん

40

修
螢
す
朽
ち
た
る
采
橡

図
33

（宿

に
）
村

の
老

人
が

や

っ
て
き

て
、
昔

話

を
語

っ
て
く

れ

る
と
、

34

（
こ

の
太

宰

府

に
）
留

め

置

か
れ

て

い
る
わ

が
身

の
辛

さ

を

（片
時

だ

け

で
も
）
忘

れ

さ
せ

て
く

る
。

35

（わ

が
身

に
ふ
り

か

か

っ
た

）

こ

の
苛

酷

な

災

い
を

、
ど

う

し

て
避

け

た
ら

い
い
の
だ

ろ
う

か

（避

け

る
こ
と

は
も

は

や
無

理

で
あ

る
）
。

36

し
か

し

（謀

反

の
罪
を

着

せ
ら

れ
た
私

の
）

悪

い
評

判
だ

け

は
、
何

と

し

て
も
晴

ら
し

た

い
。

37

い
ま

だ
か

つ
て
、
邪

は
正

に
勝

っ
た
た

め

し
は
な

い
と

い
う

が
、

38

こ
と

に
よ

っ
て
は

（今

の
私

の
よ
う

に
）
誠

心
誠

意

で
行

っ
て
き

た

こ
と
も

、
す

べ
て
謀

略

と

み
な
さ

れ

て
し
ま
う

。

ひ
と

け

39

人
気

の
な

い
寂

し

い
ひ

っ
そ
り
と

し
た

官
舎

に
移

り

、

40

朽

ち

果

て
た
粗
末

な
建

物

（住

居
）

の
修
理

を
す

る
。

国
33
0

村
翁

…
村

の
年

寄

り
、

村
斐

。

[杜
甫

、
詠

二
懐

顧
跡

一詩

]

に

「
古

廟
杉

松

巣
二
水

鶴

一
、
歳

時

伏
騒

走

二
村
翁

一」

の
句

が
見

え

る
。

○

往
事

…
過

ぎ
去

っ
た

こ
と
。
昔

の
こ
と

。
過

去
。

[白

居
易

、
有

レ
感
詩

]

に

「
往

事
勿

二
追

思

一、
追

思
多

二
悲

愴

一」

の
句

が
見

え

る
。

『漢

語
大

詞
典
』
に

は
、
「
過
去

的
事

情

」
と

の
説

明
を

載
せ

、

『筍

子
』
成

相

の

「観

往
事

以

自
戒

、
治

乱

是
非

亦
可

識
」

の

一
文

を

、
ま

た
、

劉
長

卿

の

「
南

楚
懐

古

詩
」

の

「往

事

那

堪
問

、

此
心
徒

自
労

」

の
句

を
引

く
。

34
0
客
館
…
賓
客
を
招
待
す
る
と
こ
ろ
。
客

（旅
人
）
を
お
く
家
。
ま
た

宿
屋
。
こ
こ
で
は
道
真
の
官
舎
に
移
る
ま
で
の
仮
の
宿
舎
を

指
す
。

『漢
語
大
詞
血
ハ』
に
は
、
「招
待
賓
客
的
庭
所
、
亦
指
旅
店
」

と
説
明
す
る
。
『春
秋
左
氏
傳
』
「僖
公
三
十
三
年
」
に

「鄭

穆
公
使
視
客
館
、
則
束
載
、
属
兵
秣
馬
 
。
」
の
句
が
見
え

る
。
ま
た

『菅
家
文
草
』
「
m

夏
夜
於
二鴻
櫨
館
一、
饅
二北

客
帰
一レ郷
」
に

「客
館
争
容
数
日
局
、
惜
別
何
為
遥
入
夜
」

の
句
が
、
「
謝

得
倉
主
簿
爲
情
書
、
報
以
長
句
、
兼
謝
州

民
不
帰
之
疑
」
に

「当
州
若
不
重
来
見
、
客
館
何
因
種
小
松
」

の
句
が
、
「
㎜

寄
白
菊
、
四
十
韻
」
に

「含
情
排
劉
飼
、

一45一



抱

影
立
荒

村
」

の
句

が
見
え

る
。

○
留

連

…
滞

在
す

る
。
停

滞
す

る
。
ぐ

ず

ぐ
ず

し

て
去

る

に
忍
び

な

い

さ

ま
。

『
漢
語
大

詞
典
』

に
は
、
「
①

猶

滞
留

、
滞

積
」
、
「
②

猶

流
離

、

流

浪
」
、

「③

留
恋

不
舎

」
と

説

明
す

る
。

こ

こ
は
道

真

が
、

旅

の
地

（
11
太

宰
府

）

に
引

き
留

め

ら
れ

て

い
る

こ
と
を

指

す

と
思
わ

れ

る
。

『菅

家
文
草

』

「
梱

始

見

二
毛
」

に

「
我

老

於

播

二
十

年

、

二
毛

何

庭

甚

留

連

」

の
句

が

見

え
、

①

「
と
ど
ま

る
」

の
意

で
使

っ
て

い
る
。

畢

閣

醐

国

①

35
0
妖
害
…
奇
怪
な
害
毒

（物
事
、
と
く
に
社
会
に
害
を
及
ぼ
す
事
柄
）

奇
妙
な
風
評
。
怪
し
げ
な
悪
い
評
判

37
0

邪
勝
レ
正

…
よ

こ
し

ま
な

も

の

の
力

が
ま

さ

っ
て
正

義

に
勝

つ
。

『漢

書
』

「
禮

楽

記
」

に

「
世
衰

民
散

、
浅
薄

邪

勝

レ
正
」

の
用

例

が

、
ま

た

『晋

書
』

「
五
行

志

」

に

「若

廼

信
レ

道

不
レ
篤

、
或

煙
二
虚
偽

一読
夫

昌

、
邪

勝

レ正

、
則

火
失

二

其
性

一 

」

の

一
文

が
見

え

る
。

38
0
或

…
こ
と

に
よ

っ
て

は
、
あ

る
時

は

○
蹄
権

…
権
謀

に

し

て
し
ま
う

。

「
蹄

」

…
服
従

す

る
、

く

み
す

る
、
帰

属
す

る
、

つ
き

従
う

。

「
権

」

…
は

か
り

ご
と

。
物

事
を

強
制

し

、
ま
た

処
置

す

る

威
力

。

▼
正
道

に
よ

ら
な

い
変

則
的

な
も

の
を

「
権

」
と

い
う

。
臨

欄
ー

。

一46―

36
0
悪

名

…

『大

漢
和
辞

典
』
で
は

、
「
わ

る

い
名
目

、
人

間

の
悪

い
名

目
、

ま
た

よ
く

な

い
噂

、
悪

い
評
判

」
と

説

明
す

る
。

こ

の
場
合

、

と
き
よ

 道
真
が
醍
醐
天
皇
を
廃
し
、
女
婿
の
斉
世
親
王
の
即
位
を
計

画
し
た
と
の
風
評
を
指
す
。

『漢
語
大
詞
典
』
に
は
、
「懐
名
声
」
と
説
明
す
る
。
『春
秋

左
氏
傳
』
「文
公
十
八
年
」
に

「世
済
其
凶
、
増
其
悪
名
」

の
一
文
が
、
杜
甫
、
「後
出
塞
詩
之
五
」
に

「悪
名
辛
脱
免
、

窮
老
無
児
孫
」
の
句
が
見
え
る
。

○
錨

…
払
う
、
除
く
。

39
0
移
徒
…
う
つ
る
こ
と
。
う
つ
り
動
く
。
移
転
。

『漢
語
大
詞
典
』
に
は
、
「搬
動
住
処
、
遷
移
」
と
説
明
す
る
。

『史
記
』
「旬
奴
列
伝
」
に

「而
単
子
之
庭
直
代
、
雲
中
、

各
有
分
地
、
逐
水
草
移
徒
」
の

一
文
が
、
『漢
書
』
「司
馬
相

如
伝
下
」
に

「昔
者
洪
水
沸
出
、
氾
濫
術
溢
、
民
人
升
降
移

御
、
崎
嘔
而
不
安
」
の
一
文
が
見
え

る
。

○
官
舎
…
官
で
建
て
て
、
官
吏
に
与
え
る
住
宅
。

道
真
の
宿
舎
は
現
在
の
榎
社

（大
宰
府
天
満
宮
末
社
）
の
地

に
あ

っ
た
無
住
の
大
宰
府
南
館
が
あ
て
ら
れ
た
。
『郷
土
史



40
0
修

螢

-

○
松

橡

…

○
椙
橡
…

○
采
橡
…

事
典
』
（福
岡
県
）
に
よ
れ
ば
、
当
時
、
白
茅
や
茨
で
葺
か

れ
た
屋
根
は
崩
れ
、
垣
根
は
破
れ
、
井
戸
は
砂
や
瓦
で
埋

ま
っ
て
い
た
。
手
入
れ
を
し
た
が
そ
れ
で
も
雨
漏
り
し
、
着

物
や
書
物
も
濡
れ
る
生
活
で
あ

っ
た
と
い
う
。
（荒
川
美
枝

子
氏
教
示
事
項
）
『菅
家
後
集
』
「卿

詠
楽
天
北
窓
三
友
詩
」

に

「古
詩
何
処
閑
抄
出
、
官
舎
三
間
白
茅
茨
」
の
句
が
見
え

る
。

・修

め
営
む

。

『漢

語
大

詞
典
』

に
は
、

「
修

建
」

と
説

明
す

る

。

松

の
た

る
き
。

松

の
木

を
切

り
出

し

た
ま

ま
加

工
を

指
定

な

い
た
る
木

（岩

波
古

典
大
系

本

.
底
本

）

「
椙

」

は

「
屋
根

の
ひ
さ
し

」
。

「
の
き

」

の
意

。
軒

の
た

る

き

。

伐
採

し

た
ま
ま

で
加

工
し
な

い
た

る
き

。

櫟

の
た

る
き
。

質

素

な
建
物

を

い
う

。

▼

「
橡

」
は

「
丸

い
た

る
木

」

の
意

。
家

の
棟

か

ら
軒

に
掛

け
渡

し

て
、
屋
根

を
支
え

る
横

木

。
四
角

な

た
る
木

を

「
挽
」

と
言
う

。

函
醐
國

①

▼
34
句
目

「客
館
忘
留
連
」
の
解
釈
に
つ
い
て

ま
ず

「留
連
」
の
語
彙
に
つ
い
て
再
度
考
察
を
試
み
た
い
。
既
に

【語

釈
】
の
頁
で
触
れ
た
よ
う
に

「滞
在
す
る
」
「停
滞
す
る
」
「ぐ
ず
ぐ
ず
し

て
去
る
に
忍
び
な
い
さ
ま
」
等
の
意
が
考
え
ら
れ
る
。
『大
漢
和
辞
典
』

で
は

「①
ぐ
ず
ぐ
ず
し
て
去
る
に
忍
び
な
い
さ
ま
」
と
説
明
す
る
。

『漢
語
大
詞
典
』
は
、
「①
猶
滞
留
、
滞
積
」
次
に

「②
猶
流
離
、
流
浪
」

と
説
明
し
、
『大
漢
和
辞
典
』
に
い
う
義
は
、
「④
留
恋
不
捨
」
と
四
義
目

で
説
明
す
る
。
「⑦
挽
留
」
と
い
う
七
義
目
の
説
明
も
載
せ
る
。
そ
こ
で
、

中
国
古
典
籍
、
と
り
わ
け
白
詩
の
用
例
の

一
例
を
以
下
に
検
索
し
て
み
る
。

①
捲
膓
柳
就
酌

為
爾

一
劇
馴
劃

（槻

「東
園
翫
菊
」
）

②
劇
馴
潤
向
暮
蹄

樹
樹
風
蝉
鳴

（鱗

「秋
遊
原
上
」
）

③
脂
膚
黄
手
不
牢
固
、
世
間
尤
物
離
留
連

難
劉

易
消
激
、
塞
北
花
江
南
雪

（㎜

「眞
娘
墓
」）

④
借
助
秋
懐
噴
、
劉

夜
臥
遅

（㎜

「山
中
間
月
」）

⑤
漸
知
吾
濠
倒

深
偲
爾
割
遡

（鼎

「答
林
泉
」
）

―47一

岩
波
古
典
大
系
本
で
は

「松
橡
」
と
な
っ
て
お
り
、
他
の
写

本
で
は

「椙
橡
」
と
な

っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は

韻
の
上
か
ら
も
意
味
を
考
え
る
上
で
も

「采
橡
」
を
採

っ
た
。

 畢
閣
闘
醐
②

こ

の
①

の
例

は
、

「
引

き
と

め

る
」

の
意

、
②

の
例

は
、

「
（別

の
地

に
）

滞

留
す

る
。

滞
在

す

る
」

の
意

、
③

の
例

は
、
「
（
手
許

に
）
引
き

と

め

る
」

の
意
、
④

の
例

は
、

「
（去

る

に
忍

び
な

く
）

ぐ
ず

ぐ
ず

し

て

い
る

こ
と
」
、

⑤

の
例

は
、

「
引

き
留

め

る
」

の
意

と

な
る

の

で
は
あ

る
ま

い
か

。

一
方

、



道
真
自
身
の
作
詩
用
例
は
次
の
二
詩
に
見
え
る
。

①
人
是
初
老
路
何
遠

所
以
副馴
矧
歳
再
巡

（㌫

「左
金
吾
相
公
、
於
宣

風
坊
臨
水
亭
、
饒
別
奥
州
刺
史
同
賦
親
字
。
古
調
十
四
韻
」）

②
我
老
於
播

一
十
年

二
毛
何
庭
甚
劉

（隅

「始
見
二
毛
」）

の
憤
り
を
次
の
35
句

「妖
害
何
因
避
」
か
ら
38
句

「或
以
實
蹄
権
」
の
四

句
に
込
め
る
展
開
と
な

っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

閣
醐
國

②

▼
40
句
目
の

「修
螢
朽
采
橡
」
の

「采
橡
」
に
つ
い
て

こ
こ

の
①

の
例

は
、

「
ぐ
ず

ぐ
ず

し

て

い
る

こ
と
」

の
意
、
②

の
例
は

、

「
（他

の
所

に
）
滞
在

す

る
、
滞
留

す

る
」
の
意

に
解

す

る

こ
と
が
出

来

る
。

以
上

の
よ
う

な

用
例

か

ら
推

測

す

る
に
、

「
本

来

居

る

べ
き
所

に
居

ら

ず

、
他

所

で
引
き
留

め

ら
れ

て

い
る
」

こ
と

、

そ

の
事

象

そ

の
も

の
を
意

味

す

る
語
、
或

い
は

そ

の
心

情

、
つ
ま
り

「
引
き

留

め
ら

れ

て
去

り

難

い
」

意

を
含

む
語
と

考
え

ら

れ
る
。

そ

こ

で
、

こ

の
道

真

の
34
句

「
客
館

忘
留

連

」

に
目

を
移

す
と

、

「
他
所

に
引
き

留

め
ら

れ

て

い
る

こ
と
」

そ

の
事

象

そ

の
も

の
を

、

33
句

の

「
村

翁
」

の

「
談

義
」

に
よ

っ
て
、

一
時

的

で

は
あ

る
が
忘

れ
る

こ
と

が
出
来

た
と
詠

ん

で

い
る
内
容

と

考
え

て
み
た
。

つ
ま
り

こ

こ
の

「
客

館
」

は
、

京

か
ら
左
遷

さ

れ
太
宰

府

の
調

居
、

官
舎

に
移

る
ま

で

の
、

「
仮

の
宿

舎

」
と
想

定
さ

れ

る

の
で
、

「
こ

の
太
宰

の
地

に

（余

儀
な

く
し

て
）
留

め
置

か

れ

て
い
る
。
我

が

身

の

（酷

な
）

現
実

を

（
し
ば

し
）
忘

れ
ら

れ
た
も

の
だ

（老

翁

の
話

に
癒

さ
れ

た
も

の
だ

）
」

と

解
釈

で
き

る

の
で
は

な

い
か
と
考

え

る
。

そ
し

て

「
こ
う

し
た

思
わ

ぬ

他

人

の
芳
情

に
慰

め
ら

れ

つ
つ
も

、

い
や
、

そ
れ
だ

か

ら

こ
そ
、

一
層
腹

立

た

し

い
の
は
」
と

、
自

分
を

京

か
ら
太

宰

の
地

に
追
放

し

た
者

た
ち

へ

岩

波

古
典

大

系

本

の
底

本

で
あ

る
尊

経

閣
本

で
は
、

「
松

橡
」

と

な

っ

て

い
る
。

一
方

、
他

の
写
本

お
よ

び
刊

本

で
は

「
松

橡
」

が

「
采
橡

」
と

記

さ
れ

て

い
る
。

こ
こ

で
、
「
采
橡

」
に

つ
い

て
考

察

し

て
み

る
。

こ

の

「
采
橡

」
の
語
は

、

中
国

の
古

典
籍

に
多

用

さ
れ

て

い
る
も

の
で
あ

る
。

以

下
、

そ

の

一
例
を

挙
げ

て
み
る

と

①

（
『韓
非

子

』
）
尭

之
有

二
天
王

也

、

茅
茨

不
レ
鶉

、
采
縁

不
レ
断
。

②

（
『史

記
』

李
斯
伝

）

采
橡

不
レ
断
、

茅
茨

不

レ
蕩
。

③

（
『史

記
』

太
史

公
自

序
）

堂
高

三

尺
、

士
階

三
等

、
茅

茨

不
レ
蕩

、
采

橡

不
レ
刮
。

④

（
『漢
書

』

藝
文

志
）

茅
屋

采
橡

、

是
以
貴

レ
倹

⑤

（
『後

漢

書
』

漢
陰

老

父

伝
）

昔

聖

王

宰

世
、
茅

茨

采

橡

、
而

万

人
以

寧

（注

）

師
古

日
、

采
柞
木

也

、
字

作

レ
採
、

本
従

レ
木

、
以

レ
茅

覆
レ
屋

、

以

レ
採

為
レ
橡
、

言
二
其

質
素

一也

。

な
ど

を
挙

げ

る

こ
と

が

で
き

る
。

つ
ま
り

「采

橡
」

と

は

「
伐
採

し
た

ま

ま

で
加

工
し
な

い
、
た

る
木
」
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の
こ
と

で
あ

る
。
以

後
、
質

素

で
粗

末
な
建

物
を

指

す
語

と
な

っ
た

。

こ

こ
は
道

真

の
官

舎

の
さ

ま

の
表

現

と
考

え

る
な

ら

ば
、

「剰

謝

」

が

よ
り

適

っ
て

い
る
。

さ
ら

に
、
韻

を
調

べ

て
み

る
と

「
松
」

は

「○

」
、
「
采

」
は

「
●

」

で
、

ド

46

斑
蘇

石
孤

拳

○

●
●

○
◎

ド

好

物

色
留

傍

奮

●
●
○

○
●

48

人
居

就

不
俊

○

○
●

●
◎

*
脚
韻
は
下
平
声

「
先
」

韻
。
韻
字
は

「塵

・
編

・
拳

・
俊
」

で
あ
る
。

×
修
螢
朽
松
橡

（○
○
●
○
◎
）
（×
）
（二
四
不
同
を
外
す
）

○
修
螢
朽
采
橡

（○
○
●
●
◎
）
（○
）

こ
れ

は

二
四
不
同

の
原

則
か

ら
も

「
松
」

で
は
な

く

「
采
」

で
な

け

れ

ば

な
ら

な

い
。

従

っ
て
、

こ
こ

で
は
刊

本
等

に
あ

る

「
采

橡
」

を
採

る
。

三

 

捌

叙
意

一
百
韻

（そ
の
六
）
四
十

一
句
～
四
十
八
句

国
○

表

…
柔

（静

嘉
）

○

塵

…
塵

（松

平
）

○
堆

…

▼
頭
注

「
堆
作

推
」

（大
島

）

○

畝

…

畝

（静
嘉

）

○

蘇

…

蘇

（静
嘉

）

（加
越

能
）

（松

平
）

（尊

一
）

（尊

二
）

（尊

三
）

癬

…

（内

閣

）

（尊

四
）

（太

一
）

（太

二
）

▼
頭
注

「蘇

作
解

」

（大
島

）

○

但

…
依

（彰

考
）

▼
頭
注

「伍

作

依
」

（大
島

）
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團こう
り
ょ
う

41

荒
涼
と
し
て
多
く
道
を
失
ふ

 こう
ぼ
う

て
ん

み

41

荒
涼
多
失
道

○
○
○
●
●

ホ

ホ

42

廣
表
少
盈
塵

●
●
●
○
◎

ド

43

井
塞
堆
沙
楚

●
●
○
○
●

翼

籠
疎
割
竹
編

○
○
●
●
◎

ド

45

陳
根
葵

一
畝

○
○
○
●
●

4645444342

廣
表
塵
に
盈
つ
る
こ
と
少
し

ふ
さ

い
さ
ご

う
ず
た
か

い
し
だ
た

井
塞
が

っ
て
沙
を
堆
く
し
て
秋瓦
む

ま
が
き
そ

擁
疎
に
し
て
竹
を
割
り
て
編
む

ち
ん
こ
ん

あ
ふ
ひ
ひ
と
う
ね

陳
根
の
葵

一
畝

は
ん
せ
ん

こ

け
ん

斑
蘇
の
石
孤
拳



と
ど
ま

ふ
る
き

よ

47

物
色
留

っ
て
善

に
傍

る

つ

あ
ら
た
ま

48

人
居
就
い
て
俊
ら
ず

囲
41

（官

舎

の
周
囲

は
人

気

も
無

く

）
荒

れ

は

て

て
、
官

舎

に
至

る

道
も

迷

っ
て
見
失
う
あ

り

さ
ま
だ

し
、

42

（官
舎

の
）
敷

地
は

、

一
畝

半

に
少
し

足

り
な

い
く

ら

い

の
狭

さ
だ

。

43

井

戸
は

ふ
さ

が

っ
て

い
た

の
で
、

（
そ

の

ふ
さ

い
で

い
る
）

砂

を
掘

り

出

し

て
盛

り

上

げ
、

（改

め

て
）
楚

（
い
し

だ

た
）

み

し
な

お

し

て

使
え

る

よ
う

に
し
、

44

ま

が
き

は
破

れ

て
ま

ば
ら

に
な

っ
て

い
た

の
で
、
竹

を
割

っ
て
編

み

直

し

た
。

45

（う

ち
捨

て
ら

れ
た
畑

に

は
）
冬

葵

の
古

い
根

が

一
畝

残
り

、

46

ま
だ

ら

に
蘇

（
こ
け

）
の
生
え

た

こ
ぶ

し
大

の
石

が
、

一
つ
こ

ろ
が

っ

て

い
た
。

47

（官

舎

の
）
こ

の
有

様

は
、
長
く

空
き

家
だ

っ
た

こ
ろ

の
ま

ま

で

（殺

伐

と

し
）
、

48

私

が
住

む

よ
う

に
な

っ
て
も
、

（官
舎

の
、

こ

の
殺
伐

と

し

た

風
景

は
）
変

わ

る

こ
と

は
な

か

っ
た
。

國
41
0

荒
涼

…
荒
れ

は

て
て
物
さ

び
し

い
さ

ま
。
荒

蓼

。
荒

廃
。

『漢

語
大
詩

典
』

に
は

、
「
亦

作

"
荒
涼

"
」
、
「
①

荒
蕪

口
入

姻
蓼
落
」
と
説
明
し
、
南
朝
梁
の
沈
約
の
「齊
明
帝
哀
策
文
」
、

「経
原
野
之
荒
涼
、
厩
西
成
之
云
暮
。」
の
例
を
あ
げ
る
。

○
失
道
…
迷

っ
て
道
を
見
失
う
。

『漢
語
大
詩
典
』
に
、
②

「迷
失
道
路
」
と
説
明
し
て
い
る

の
が
、
こ
れ
に
あ
た
る
。
杜
甫
の

「送
人
従
軍
詩
」
に

「馬

寒
防
失
道
、
雪
没
錦
鞍
鞭
」
と
あ
る
。

42
0
廣
表
…

（広
表
）
地
の
面
積
を
い
う
。
「廣
」
は
東
西
、
「表
」
は
南

北
。『漢

語
大
詩
典
』
で
は
、
「①
指
土
地
面
積
。
從
東
到
西
的

長
度
叫

"廣
"
、

從
南
到
北
的
長
度
叫

"表
"
」
と
説
明
し
、

『准
南
子
』
「
天
文
訓
」
の

「欲
知
東
西
南
北
廣
表
之
数
者
、

立
四
表
以
爲
方

一
里
距
」
の
用
例
を
引
く
。

○
塵
:

戸
分
の
宅
地
の
広
さ
。

一
畝
半

（
一
説
に
二
畝
半
）。

「畝
」
…
土
地
の
広
さ
の
単
位

『漢
語
大
詩
典
』
に
は
、
「古
代
平
民

一
家
在
城
邑
中
所
占

的
房
地
、
後
滝
指
民
居
、
市
宅
」
と
説
明
し
、

〔『周
礼
』
地
官
遂
人
〕
上
地
夫

一
塵
、
田
百
畝
、
菜
五
十
畝
、

絵
夫
亦
如
之
。

〔『孟
子
』
縢
文
公
上
〕
遠
方
之
人
間
君
行
仁
政
、
願
受

一
圏

而
爲
眠
。

〔『孟
子
』
公
孫
丑
上
〕
塵
、
無
夫
里
之
布
、
則
天
下
之
皆
悦
、

而
願
爲
之
眠
 
。
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の
用

例
を

引
く
。

○

盈

…
超

過
す

る
、

あ
ま

る
。

せ
ん

46
0

蘇

・こ
け

↓

圓
囲

圃

―

②

○

孤
拳

…

一
つ

の
こ
ぶ

し
。

43
0

堆

-
う

ず
高

く
積

み
上

げ

る
。

○

楚

-

（動
）

か
わ

ら

で
井
戸
を

作

る
。

畢

閣
固
闘
國
―
①

44
0

擁
疎

…
竹

や
柴

を
粗

く
編

ん
だ
垣

。

「
擁
」

は

、
「
ま

が
き

、
ま

せ

が

き

」

の
意

で
、
「
疎

」

は
、
「
あ

ら

い
、

ま
ば

ら
」

の
意

。

45
0

陳
根

…
古

い
草

の
根

。
枯

れ
ず

に
年
を

越

し
た

宿
草

。

『漢
語
大

詩
典

』

に
は

「
癒
年

的
宿

草

」
と

し

て
、

『礼

記
』

（檀
弓

上
）

の

「
曽

子

日
、
朋

友
之

墓

、
有

宿
草

而
不

突
焉

。

漢

鄭
玄

注
、
宿

草

、
謂
陳

根
也

」

の
用

例
を

引
く

。

あ
ふ
ひ

○

葵

…

野
菜

の
名

。

ア
オ

イ
科

の
二
年

草

。
葉

を
食

用

に
す

る
。

フ

ユ
ア
オ
イ

の
古

名

。

（冬
葵

…

ア
ジ

ア

の
亜
熱

帯

・
温

帯

に
自
生

。
古

く

日
本

に

渡

来

し
、
種

子
を

薬
用

、
葉

を
食

用

に
し

た
。
茎

は
直
立

し

、
高
さ

80
紬
。
。
葉

は

円
心

形

で
五
裂

す

る
。
春

か

ら
秋
ま

で
葉

腋

に
小

さ

い
淡
紅
色

の
五

弁

花
を

つ
け
る
）

『漢

語
大
詩

典
』

に
は

「
①

疏
菜

名

。
我

国
古

代
重

要
疏

菜

之

一
。
可

掩
制

、
称
葵

渣
」

と
説

明

し
、

『
詩
経
』

「
幽

風

・

七
月

」
・
「
六
月
食

諺

及
萸
、

七
月

亨
葵

及
寂

」

の
例
を

引

く
。

47
0
物
色
…
風
物
、
景
色
。

『漢
語
大
詩
典
』
に
は

「③
形
状
、
形
貌
」
と
し
て
、
『後

漢
書
』
「逸
民
傳
」
の

「帝
思
其
賢
、
乃
令
以
物
色
訪
之
。

李
賢
注
、
以
其
形
貌
求
之
。」
の
用
例
を
、
ま
た
、
「④
景
色
、

景
象
」
の
例
と
し
て
、
南
朝
宋
の
飽
照
の
詩

「秋
日
示
休
上

人
」
の

「物
倒
延
暮
思
、
霜
露
逼
朝
榮
。」
を
あ
げ
て
い
る
。

↓

闘
囲
國

③

○
侃
奮
…

「以
前
の
通
り
と
変
わ
ら
な
い
」
、
あ
る
い
は
、
「元
の
状
態

に
も
ど
す
こ
と
」

『漢
語
大
詩
典
』
に
は

「照
前
不
変
或
恢
復
原
状
」
と
し
て
、

『魏
書
』
「成
陽
王
禧
傳
」
の

「年
三
十
以
上
、
習
性
己
久
、

容
或
不
可
卒
革
、
三
十
以
下
、
見
在
朝
廷
之
人
、
語
音
不
聴

傍
奮
」
の
例
を
引
く
。

48
0
人

居

…
人

の
住

む
と

こ

ろ
。

人
家

。
民

居
。

○
就

…

『漢

辞

海
』

で
は

「①

つ
ー
い

て
」

と
訓

じ

、
「
（
ア
）

…

に

よ

っ
て
/

…
に

し
た

が

っ
て

《
行
為

が
行

わ

れ

る
対
象

や
根

拠
を

提

示
す

る

》
」
と

説
明

す

る
用
法

が

、

こ
れ

に
あ

た

る
。

○

俊

…
あ

ら
た

め

る
。

一51―



国
▼
①
四
十
三
句

「楚
」
に
つ
い
て

『大

漢
和

辞
典
』

の
語
義

欄

に
は
、

（四
）

「
井

戸
が

わ
を

た
た

み
築

く
」

と
あ

り

、
次

の
よ
う

な
用

例

が
あ

る
。

『易

経
』

「井

」
文

四
、
井

楚

無

答

（疏
）

子

夏

傳

日

、
楚

、
亦

治

也

。

以
堆

塁
井

、
修

井
之

懐
、

謂
之

為
楚

。

ま

た

、
太
宰

府
市

教
育

委
員
会

文

化
財
課

の
H

P

「
遺

跡
だ

よ
り

39
」

（～

井

戸
を
掘

る
～

）

に
、
太
宰

府
周

辺

で
発
掘

さ

れ
た

「
井

戸
」

に

つ

い
て

の
詳

細
な

説

明

が
あ

る

。
と
り

わ

け

「
3

.
井

戸

の

い
ろ

い
ろ
」
、

「
4
.
様

々
な

井

戸
」

に

「
瓦
積

み

井
戸
」

の
考

察

が
あ

り
、

参
考

に
な

る
。
（3
）

（野

田
了

介
氏

教
示
事

項

）

○

「
癬

（
せ

ん
）
」

…
糸
状

菌

の
感

染

に
よ

っ
て
お

こ
る
非
常

に
か

ゆ

い
皮

膚
病

。
済

癬

。

○

「
辟

（
は
く

）
」

…
①

セ

リ
科

の
多
年

草

。
抑
揚

植
物

の

一
つ
。

②
蒋

蕩

（
へ
い
れ

い
）
…

ク

ワ
科

の
常

緑

低

木

。

つ
る
性

で
壁

や
他

の
樹

木

に

つ
た
う

。

こ
こ

で
は

、
前

後

の
句

意

か

ら
考

え

て
、
刊

本

に
採

る

「蘇

」

の

「
斑

蘇

石

」
と

し

て

「
ま
だ

ら

に
苔

の
は

え

た
石
」

と
解

釈

し

て
み
た

。

▼
③
四
十
七
句

「物
色
」
に
つ
い
て

菅
原
道
真
及
び
そ
の
周
辺
の
詩
人
の
作
品
の
中
で
、
ど
の
よ
う
な
意
味
で

使
わ
れ
て
い
る
の
か
考
察
し
て
み
た
。
検
索
し
え
た
作
品
を
以
下
に
列
記

し
て
み
る
。
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▼
②
四
十
六
句

「斑
蘇
石
孤
拳
」
の

「蘇
」
に
つ
い
て

こ
の
語
は
諸
本
に
よ
っ
て
異
同
が
あ
る
所
で
あ
る
。
刊
本
で
は

コ
鮮
」
に

な
っ
て
い
る
が
、
内
閣
文
庫
本
や
太
宰
府
天
満
宮
本
の
写
本
で
は

「癬
」

の
字
に
な

っ
て
お
り
、
又
、
岩
波
古
典
文
学
大
系
本
の
底
本
で
あ
る
尊
経

閣
文
庫
本
他
の
多
く
の
写
本
で
は

コ
辟
」
に
な
っ
て
い
る
。
韻
は
い
ず
れ

も

「
灰
韻
」
（●
）
だ
が
意
味
が
異
な
る
。

○

「蘇

（せ
ん
）
」
…
隠
花
植
物
。
こ
け
。

○

『菅
家
文
草
』

39

「入
月
十
五
日
夕
、
待
月
。
席
上
各
分

一
字
」

五
更
待
月
事
何
如

物
色
人
情
計
會
疎

75

「秋
日
山
行
二
十
韻
」

日
脚
光
陰
走

年
華
物
色
凋

○

『田
氏
家
集
』

9

「九
日
上
山
行
」

足
輕
遊
槻
到
巌
邊

物
色
因
秋
鯛
庭
憐



76

「秋
暮
傍
山
行
」

行
看
物
色
垂
鞭
去

日
及
西
衙
半
路
輝

右
の

『菅
家
文
草
』
・
『田
氏
家
集
』
の
詩
中
の

「物
色
」
は
自
然
の
風
物
、

景
色
、
自
然
現
象
な
ど
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
用
例
と
考
え
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
こ
の

「叙
意

一
百
韻
」
の

「物
色
」
も
、
劃

風

景

・
景
色

般
を

指
す

叩
と

解
釈

し

て
み
た

。

四

捌

叙
意

一
百
韻

（そ
の
七
）
四
十
九
句
～
五
十
六
句

ド

49

随
時
難
編
切

○
○
○
●
●

ド

50

恕
己
梢
安
便

●
●
●
○
◎

51

同
病
求
朋
友

○
●
○
○
●

52

助
憂
問
古
先

●
○
●
●
◎

ホ

53

才

能
終

舞
剥

○
○

○
●

●

54

富

貴
本

蓮
遭

●
●

●
○

◎

ド

55

傅

築
巌

邊
綱

○
●

○
○

●

ド

56

萢

舟
湖

上
扁

●
○
○

●
◎

*
脚
韻
は
下
平
声

「先
」
韻
、
韻
字
は

「便

・
先

・
遭

・
扁
」
で
あ
る
。

国
○

錐

…
量

（太

一
）
（太
二
）

○

己

…
巳

（刊
本
）
全
本

○

梢

…
精

右
梢

（ミ
セ
ケ
チ
）
（内
閣
）

○

終
窒
剥
…
箋
剥
終

（尊

一
）
（尊
三
）

○

綱

…
鵜

（大
島
）
（刊
本
）
全
本

▼
頭
注

「繭
作
綱
」
（大
島
）

○

湖

…
胡

（尊
二
）

團
49

時
に
随
ひ
て

編
切
な
り
と
難
も

50

己
を
恕
し
て

稽

安
便
な
り

51

病
を
同
じ
う
し
て

朋
友
を
求
め

52

憂

へ
を
助
け
て

古
先
を
問
ふ

け
ん
ば
く

53

才
能

終
に

墨
剥

ち
ゅ
う
て
ん

54

富
貴

本
と

蓮
遭

ぐ

コつ

55

傅
が
築
は

巌
邊
に

綱
し

56

萢
が
舟
は

湖
上
に
扁
な
り

図
49

時
折

、

た

ま

ら
な
く

や

り
き

れ
な

く

な

る
こ
と

も
あ

る

が
、

50

な

ん
と

か
心

身

を
落

ち
着

か

せ
安

ら

こ
う

と

し

て

い
る

51

同
病

相

憐

れ
も
う

と

思

っ
て
同
じ

よ
う

な

悩

み
を

持

っ
た

友
を

（古
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典
籍

に
）

求
め

る

52

憂

い

（左

遷

さ
れ

流
さ

れ

て
き
た
苦

し

み
）
を

（少

し

で
も

）
軽

く

し
た

い
と

思

っ
て
そ
う

い
う

目

に
あ

っ
た

先
人

の
あ

と
を

た
ず

ね

る
。

53

才

能
な

ど
は

（か
え

っ
て
）

時
運

に
不
利

で
あ

り
結

局
何

の
役

に
も

立
た

な

い
。

54

富

貴

の
身

と

か

い
う

も

の
は

、
元
来

、
行

き
悩

ん

で
困
難

に
あ

う

も

の
だ

。

55

傅

巌

の
野

で
傅

説

は
罪

人

に
交

じ

っ
て
土

木

工
事

に
従
事

し

て

い
た

（不

遇

の
時
代

が
あ

っ
た

し
）

56

萢
姦

は
扁
舟

（小
舟

）

に
乗

っ
て
、

五
湖

か
ら

揚
子

江

に
浮

ん

で
去

り

ゆ
く
え

を
く

ら
ま

し

（我

が
身

の
保
身

を

は
か

っ
た

）

国
49
0

随
時

…
時

に
し
た

が

っ
て
適
宜

に
す

る
。
臨

機

。
時

の
世

の
流

れ

に

従

う
。

『漢

書
』

「
旬

奴

傅
」

に

「食

草

飲

水

、
随

時

韓

移

」

の

一

文
が
あ

る

。

『漢

語
大

詞
血
ハ』

で
は

「
順
麿

時
勢

、

切
合

、
時

宜
」

と

説

明
し

、
『国

語
』
「
越

語
下
」
「夫

聖

人
随

時
以

行
、
是
為

守

時
、

章
昭
注

、
随

時

、
時

行
則
行

、
時

止
則

止
。

任
何

時
候

。

不

拘
何

時
」

の

一
文

を

引
く
。

○
編

切

…

「
編

」
は

「
せ
ま

い

:
心
が

狭

い
。
物

の
見

方

や
考
え

方

が

狭

い
。
編
心

」

の
意

。
「
切
」

は

「
切
実

な

さ
ま
」

を

言
う

。

50
0

恕

己

…

「
恕

」

は

「
あ
わ

れ

ん

で
許
す

」

の
意

。

こ
こ
は

、
次

の

『漢

語
大

詞

典
』

に
、

説

明
す

る

よ
う

に

「自

分
自

身

を
寛

容

に
み

る

こ
と
」

の
意

で
解

し

た
。

『漢

語

大

詞

典
』

で
は

「
①

寛

宥

自

己

」
と

説

明

し
、

『楚

辞
』

「
離

騒
」

の

「
売
内

恕

己

以
量

人
号

、
各

興
心

而
嫉

妬
、

王
夫

之
通

釈

「
如

心
謂

之
恕

。

君

子
之
恕

、
如

其
心

之
忠

也
。

小
人

之
恕

、
如

其

心
之

邪
」
」

の

一
文

を

載

せ
る
。

又
、

「
②

謂
振

充
自

己

的
仁
愛

之

心
」
と
説

明

し
、
『抱

朴

子
』
「
行

品
」

の

「垂

側

隠
於

有
生

、

恒
恕

己

以
接

物
者

、

仁
人
也

」

の
例

を

引

く
。

○

梢

…
よ
う

や
く

。

し
だ

い
に
。

（
行
為

や
状

況

が
少

し

ず

つ
進

展

す

る
こ
と

を

言
う

。
）

○

安
便

…

お
だ

や
か

、
や
す

ら
か

な
気

分

に
な

る

こ
と

。
「
安

」
は

「
お

だ

や

か
、

平
穏

な

さ
ま

」

の
意

で
、

「
便

」

は

「
や
す
ら

か
、

楽

な

さ
ま

」

の
意

で
あ

る
。

『漢

語
大

詞

典
』

で
は

「
安

適
」

と

説

明
し

、

『
白
氏

文
集

』

「
新

秋
喜

涼
詩

」

の

「
老

夫
納

秋

候

、
心

禮

殊
安

便
」

の
句

を

引

く
。

51
0

同
病

…
同

じ
病

気

、

又
同

じ
病

に

か
か

る
。

又

同
じ

病
気

に
か

か

つ

た
者

。

▼

〔
同
病

相
憐

〕

同
じ

苦

し

み
を
も

っ
て

い
る
者

が
互

い
に

同
情

し
あ

う

。

○

朋
友

…
と

も
。

と

も
だ

ち

。
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『
漢
語

大
詞

典
』

で
は

「
同
学

。
志

同
道

合

的
人

、
后
涯

指

交

誼

深
厚

的

人

」
と

説

明
し

、

『
易
経

』

の

「
君

子
以

朋

友

講

習
、
孔

穎
達

疏

、
同
門

日
朋

、
同
志

日
友

、
朋
友

聚

居
、

講

習
道
義

」

の

一
文

を
載

せ
る

。

52
0
助

憂

…

つ
ら

い
思

い
を

（少

し

で
も

）
軽

く

し
よ

う
と

す

る
。

「
憂
」

は

心

配

事
、

「
助
」

は

「救

済

す

る
。

す

く
う

。

の
ぞ
く

」

の
意

で
あ

る

。

○
古

先

…
租
先

。

い
に

し

へ
。

『漢

語
大

詞

典
』

で
は

「
往

昔

、
古

代
」

と

説

明

し
、

『文

選
』

「
呉

都

賦
」

の

「古

先

帝

代

、
曽

覧

八
紘

之

洪

緒
、

一

六
合

而
光

宅
」

の
用

例
を
、

又
、

杜
甫

「
北
征

詞
」

の

「
憶

昨
狼

狽
初

、
事

與
古

先
別
」

の
句

を
載

せ

る
。

53
0
墨

剥

…
時

運

の
不
利
な

こ
と

。
『漢

語
大

詞
典

』
で
は

『易
経

』
「墨

」

に

「
舞

、
難

也
」

と

あ

る

一
文

、
及

び

『易

経

』

「
剥
」

に

「
剥
、
不
利
有

仮
往

」
と
あ

る

一
文

を
引

き
、
「
后
因

以

〈
塞

剥

〉
謂

時
運

不
濟

」
と

説
明
す

る
。
「
塞
」
も

「
剥

」
も
易

の

卦

の
名

。

54
0
富

貴

…
家

が
富

み
、
身

分
が

貴

い
こ
と

。

財
産

や
地

位

に
恵

ま

れ
た
さ

ま
。

○
本

-
も
と

も
と

。
も
と

か

ら
。

又
富

み

且

つ
貴
く

さ

せ
る

、

○
蓮
遭
…
ゆ
き
な
や
ん
で
進
ま
ぬ
さ
ま
。
困
難
が
多
く
行
き
悩
む
こ

と
。
『文
選
』
左
思
の

「詠
史
八
首
之
七
」
に

「英
雄
有
蓮
遣
、

由
来
自
古
昔
、
李
善
注
、
周
易
日
、
屯
如
適
如
」
の
句
が
見

え
る
。

『漢
語
大
詞
典
』
で
は

「①
難
行
貌
」
と
説
明
し
、
察
琶
の

「
述
行
賦
」
の

「途
蓮
遭
其
塞
連
、
濠
汗
滞
而
為
災
」
の
句

を
、
又

「②
庭
境
不
利
、
困
頓
」
と
説
明
し
、
張
鷲
の

『遊

仙
窟
』
の

「嵯
運
命
之
蓮
遭
、
歎
郷
關
之
砂
遡
」
の
用
例
を

載
せ
る
。

55
0
傅

…

「傅
説
」
の
事
。
股
の
高
宗
の
相
。
高
宗
は
夢
に
聖
人
を
得

た
の
で
、
百
工
を
し
て
之
を
野
に
求
め
さ
せ
た
が
、
傅
巌
中

に
隠
れ
て
胃
靡
刑
人
と
共
に
壊
れ
た
道
を
修
築
し
て
い
た
説

を
得
た
。
既
に
し
て
説
は
高
宗
に
見
え
て
相
と
な
り
、
命
に

よ
り
傅
を
以
て
氏
と
し
た
。
説
命
三
篇
を
作
る
。

畢
閣
闘
図

①

○
築

…
土
を
つ
き
か
た
め
る
。

○
巌
邊
…
傅
巌
の
ほ
と
り
。
「傅
巌
」
は

「山
西
省
、
平
陸
県
の
東
、

三
十
五
里
の
所
に
あ
る
傅
と
い
う
巌
窟
」
を
指
す
。

『漢
語
大
詞
典
』
の

「傅
巌
」
の
頁

で
は

「①
亦
称

"傅
険
"。

古
地
名
。
相
傅
商
代
賢
士
傅
説
為
奴
隷
時
版
築
干
此
、
故

称
」
と
説
明
し
、
『尚
書
』
「説
命
上
」
の

「説
築
傅
巌
之
野
。

孔
傳
、
傅
氏
之
巌
在
虞
號
之
界
、
通
道
所
経
、
有
澗
水
壊
道
、
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常

使
青

靡
築

之
、

以
共

食
或
亦

有
成

文

也
」

の

一
文
を

引
く

。

○
綱

…

二
人

一
組

の
仲

間

。

二
人
な

ら

ん

で
畑

仕
事

を
す

る
。
「
綱

耕

」
は

「
二
人
が

そ
れ

ぞ
れ
鋤
を

か

か
え

肩
を

並

べ

て
耕

す

」

の
意
。

56
0
萢
舟

…

「
萢
叢

」

の
乗

っ
た
舟

。

「
萢
叢

」
は

「
春

秋
越

、
楚

の
三

戸

の
人
。

字
は

少
伯

。
文

種

と
共

に
句

践

に
事

へ
、
苦

身

鐵
力

、
句

践

と
深

謀
す

る

こ

と

二
十

絵
年

、
寛

に
呉

を
滅
ぼ

し
、

會

稽

の
恥
を

雪
ぎ

、
上

将

軍
と

称
せ

ら
れ

た
が

、
大
名

の
下
、
久

し

く
居

る

べ
か
ら

ず

、
且

つ
句

践

の
人
と

為
り
、

患
難

を

共

に
す

べ
く
、

安
樂

を

共

に
す

べ
か
ら

ず
を

以

て
、

去

っ
て
斉

に
適
き

、
姓

名
を

変

じ

て
鵬
夷

子
皮

と
称

し
、
産

、
数

千

万
を

致
す

。
斉

人
、

其

の
賢

を
聞

き
、

相
と
為

し
た

の
で
、
復

た

、
財

を
散

じ
尽

し
、
去

っ
て
陶

に
止
り

、
自

ら

陶
朱

公

と
号

し
、

後
、

再
び

、

巨

万

の
富
を

致
し

、
陶

に
來
す

。
」

畢
閣

闘
圏
②

○
湖

…
五
湖
。
太
湖
の
こ
と
。
中
国
江
蘇
省
南
部
の
大
湖
。
南
岸
は

漸
江
省
に
属
す
る
。
震
沢
と
も
称
す
る
。

○
扁

…

コ
扁
舟
」
の
こ
と
。
コ
扁
」
は

「小
さ
い
」
の
意
。
小
舟
。

『漢
語
大
詞
典
』
で
は

「小
船
」
と
説
明
し
、
『史
記
』
「貨

殖
列
傅
」
の

「萢
叢
既
雪
會
稽
之
恥
、
乃
晴
然
而
歎
日
、
"計

然
之
策
七
、
越
用
其
五
而
得
意
。
既
己
施
於
國
、
吾
欲
用
之

家
"
乃
乗
扁
矧
浮
於
江
湖
」
の

一
文
を
載
せ
る
。
又
、
王
昌

齢
の

「盧
渓
主
人
」
詩
の

「武
陵
渓
口
駐
扁
舟
、
渓
水
随
君

向
北
流
」
の
句
を
引
く
。

閣

凹開

■
①

▼
55
句
目

「傅
築
巌
邊
綱
」
の
句
に
込
め
ら
れ
て
い
る
故
事
に
つ
い
て

∪

『史
記
』
巻
三

「股
本
紀
」
第
三
の

一
文

武
丁
夜
夢
得
聖
人
。
名
日
説
。
以
夢
所
見
視
畢
臣
百
吏
。
皆
非
也
。
於

是
逼
使
百
工
螢
求
之
野
。
得
説
於
傅
険
中
。
是
時
説
爲
胃
靡
、
築
於
傅
瞼
。

見
於
武
丁
。
武
丁
日
。
是
也
。
得
而
與
之
語
。
果
聖
人
。
墨
以
爲
相
。
段

國
大
治
。
故
遂
以
傅
瞼
姓
之
、
號
日
傅
説
。

〈
『史
記
會
注
考
謹
』
本
よ
り
引
用
〉

（あ
る
夜
、
武
丁
は
夢
を
み
て
、
夢
の
中
で
聖
人
に
出
会
っ
た
。
そ
の
名

を
説
と
い
っ
た
。
そ
の
夢
に
見
た
人
相
の
者
を
求
め
て
華
臣
百
官
の
顔
を

熟
視
し
た
が
、
み
な
違
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
百
官
を
動
員
し
て
、
似
顔
絵

を
作
ら
せ
て
民
間
に
説
に
似
た
人
を
さ
が
さ
せ
た
。
そ
し
て
山
西
省
の
傅

と
い
う
岩
窟
の
中
で
説
を
探
し
だ
し
た
。
こ
の
時
、
説
は
囚
人
で
傅
険
で

道
路
工
事
に
使
役
さ
れ
て
い
た
。
召
し
出
さ
れ
て
武
丁
に
目
通
り
す
る
と

武
丁
は

「
こ
の
人
だ
」
と
い
っ
た
。
そ
し
て
と
も

に
語
っ
て
み
る
と
、
果

し
て
聖
徳
の
人
で
あ
っ
た
。
挙
げ
用
い
て
宰
相
と
し
た
。
般
は
大
い
に
治

ま

っ
た
。
故
に
傅
険
に
ち
な
ん
で
こ
れ
を
姓
と
し
て
与
え
傅
説
と
い
つ
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た
。）

〈
『新
釈
漢
文
大
系
』
本
の

「通
釈
」
よ
り
引
用
〉

○

『孟
子
』
巻
第
十
二

「告
子
章
句
下
」
の
一
文

孟
子
日
、
舜
登
於
吠
畝
之
中
、
傅
説
墨
於

築
之
聞
、
膠
高
墨
於
魚
塩

之
中
、
管
夷
吾
墨
於
士
、
孫
叔
敷
學
於
海
、
百
里
奨
學
市
、
故
天
將
降
大

任
於
是
人
也
、
必
先
苦
其
心
志
、
勢
其
筋
骨
、
餓
其
髄
膚
、
空
乏
其
身
行
、

挑
齪
其
所
爲
、
所
以
動
心
忍
性
、
會
益
其
所
不
能
、
人
恒
過
、
然
後
能
改
、

困
於
心
、
衝
於
慮
、
而
そ
作
、
徴
於
色
、

於
聲
、
而
後
喩
、
入
則
無
法

家
彿
士
、
出
則
無
敵
國

患
者
、
國
恒
亡
、
然
後
知
生
於
憂
患
而
死
於
安

矧（孟
子
が
い
わ
れ
た
。
舜
は
田
畑
を
耕
す
農
夫
か
ら
身
を
起
こ
し
て
、
つ

い
に
天
子
と
な
り
、
傅
説
は
道
路
工
事
の
人
夫
か
ら
挙
ー
ら
れ
て
武
丁
の

宰
相
と
な
り
、
膠
南
は
魚
や
塩
の
商
人
か
ら
文
王
に
見
出
さ
れ
、
管
夷
吾

は
獄
吏
の
手
に
囚
わ
れ
た
罪
人
か
ら
救
い
出
さ
れ
て
桓
公
の
宰
相
と
な
り
、

孫
叔
敷
は
海
辺
の
貧
し
い
生
活
か
ら
楚
の
荘
王
に
取
り
た
て
ら
れ
て
令
サ

（楚
の
宰
相
）
と
な
り
、
百
里
異
は
賎
し
い
市
民
か
ら
秦
の
穆
公
に
挙
げ

用
い
ら
れ
て
宰
相
と
な
っ
た
。
故
に
、
こ
れ
ら
古
人
の
実
例
を
見
て
も
分

る
よ
う
に
、
天
力
重
大
な
任
務
を
あ
る
人
に
与
え
よ
う
と
す
る
と
き
に
は
、

必
ず
ま
ず
そ
の
人
の
精
神
を
苦
し
め
、
そ
の
筋
骨
を
疲
れ
さ
せ
、
そ
の
肉

体
を
飢
え
苦
し
ま
せ
、
そ
の
行
動
を
失
敗
ー
か
り
さ
せ
て
、
そ
の
し
よ
う

と
す
る
意
図
を
食
い
違
う
よ
う
に
さ
せ
る
も
の
だ
。
こ
れ
は
天
が
そ
の
人

の
心
を

さ

せ
、

格

を
辛

抱

強
く

さ
せ

、

こ
う

し

て

フ
ま

で
に

で
き

な

か

っ
た

こ
と
も

で
き

る
よ
う

に
す

る
た
め

の
貴

い
試

で
あ

る
。

い

っ
た

い
、
人

間
は

多

く

の
場
合

過
失

力
あ

っ
て
こ
そ

、
は

じ

め

て

こ
れ
を

悔

い
改

め

る
も

の

で
あ

り

、
心

に
苦

し

み
思

案

に
余

っ
て
悩

み
ぬ

い

て
こ
そ

、
は

じ
め

て

奮

し

て
立
ち
あ

が

り

、

そ

の
煩
悶

や
苦

悩

力
顔

色

に
も

あ

ら
わ

れ
、

陣
き

声
と

な

っ
て
出

て
く

る
よ

う

に
な

っ
て
こ

そ
、

は
じ

め

て

解

、

の
仕
方

を

心

に
悟

る
も

の
で
あ

る

。
国

家
と

い
え

も

ま
た

同
様

で
、
内

に

は
代

々
法
度

を
守

る
譜

代

の
家

臣

や
君
主

を
輔

佐

す

る
賢

者

が
な

く
、

外

に
は
対

抗
す

る
国

や

国
か

ら

の
脅

威
が

な

い
場

合

に

は
、

し

ん
安

逸

に
な

カ
れ

て
、

つ
い
に

は
必

ず
滅

亡

す

る
も

の

で

あ

る
。

以
上

の
こ
と

を
考

え

て
み

る
と
、

個

人

に
せ

よ

、
国
家

に
せ
よ

、

憂
患

の
中

に
あ

っ
て
こ
そ

は

じ
め

て
生
き

く

こ
と

カ

で
き

、
安
楽

に
ふ

け

れ

ー
必
ず

死
を

招

く
と

い
う

こ
と

力
良

く

分

る

の
で
あ

る

。
）

〈
本
文

・
訳

文
と

も
、

小
林

縢

人

訳
注

『
孟
子

下
』

（岩
波

文
庫

）

に
よ

る
〉

（傍
線

筆
者

）

閣
闘
圃
②

▼
56
句
目

「萢
舟
湖
上
扁
」
の
句
に
込
め
ら
れ
て
い
る
故
事
に
つ
い
て

○

『史
記
』
巻

一
二
九

「貸
殖
列
傅
第
六
十
九
」

の

一
文

萢
姦
既
雪
會
稽
之
恥
。
乃
晴
然
而
歎
日
。
計
然
之
策
七
。
越
用
其
五
而

得
意
。
既
巳
施
於
國
。
吾
欲
用
之
家
。
乃
乗
扁
舟

於
江
湖
、
饗
名
易
姓
、

適
齊
爲
鴎
夷
子
皮
、
之
陶
爲
朱
公
。
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〈
『史
記
會
注
考
讃
』
本
よ
り
引
用
〉
（傍
線
筆
者
）

（萢
姦
は
会

稽

の
恥
を
す

す

い
だ

の
ち
、

や
が

て
大

き

な
た

め

い
き

を

つ

い
て

い

っ
た

。
計
然

が

の
べ
た
方

策

は
七

つ
あ

っ
た

。

越

の
国

は
そ

の
う

ち

五

つ
だ
け
を

用

い
て
思

い
ど

お
り

に
な

っ
た
。

国

家

に
お

い
て
実

効

が

あ

っ
た

以
上

は
、

わ
し

は
あ

の
や
り

か
た
を

個
人

で
や

っ
て
み

よ
う

。
ぞ

れ
か

ら
小
船

に
乗

っ
て

湖
か

ら
揚

子
江

へ
浮

出

、
名

も

性
も

改

め

て
、

斉

へ
行

っ
て
は
鴎
夷

子
皮

と
称

し
、

陶

へ
行

っ
て
は
朱

公

と

称

し
た

。
）

〈
『新

釈
漢

文
大

系
』

本

の

「
通
釈

」

よ
り

引

用
〉

（傍
線

筆
・者
）

○

『蒙
求
』
「萢
叢
酒
湖
」
の
一
文

「権
力
者

の
圏
外
で
あ
る
湖
沼
や
海
上
に
逃
れ
た
人
の
話
。
（中
略
）
萢

姦
は
呉
を
滅
ぼ
し
た
後
、
保
身
を
計
っ
て
舟
を
五
湖
に
澄

（う
）
か
べ
逃

れ
た
」
（
『新
釈
漢
文
大
系

蒙
求
』
早
川
光
三
郎
氏
の

〈題
意
〉
よ
り
引

用
）
話
を
載
せ
る
。

萢
叢
事
越
王
勾
践
、
苦
身
鐵
力
、
與
勾
践
深
謀
二
十
鯨
年
。
寛
滅
呉
、
報

會
稽
之
恥
。
以
爲
大
名
之
下
難
以
久
居
。
且
勾
践
可
與
同
患
、
難
與
庭
安
。

乃
装
其
輕
寳
珠
玉
、
與
其
私
徒
厩
乗
舟
浮
海
以
行
、
終
不
反
。
齊
憂
姓
名
。

自
謂
鵬
夷
子
皮
。
（下
略
）

〈『蒙
求
下
』
早
川
光
三
郎
著

新
釈
漢
文
大
系
59

五
九
〇
頁
よ
り
引
用
〉

園以上
、
55
句

「傅
築
巌
邊
綱
」
と
56
句

「萢
舟
湖
上
扁
」
の
二
句
に
込

め
ら
れ
て
い
る

「故
事
」
に
つ
い
て
、
出
典
の
考
察
と
内
容
の
吟
味
を
試

み
た
が
、
再
度
、
道
真
の
詩
に
お
け
る
こ
れ
ら

の

「故
事
」
の
意
味
す
る

も
の
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。

突
如
と
し
て
、
太
宰
の
帥
の
左
遷
の
命
を
受
け
て
追
い
立
て
ら
れ
る
よ

う
に
京
を
後
に
し
て
き
た
道
真
に
太
宰
の
地
で
待
ち
受
け
て
い
た
の
は
、

太
宰
の
地
に
着
い
て
仮
に
与
え
ら
れ
た
宿
所
か
ら
数
日
を
経
て
、
荒
れ
果

て
た
こ
れ
か
ら
の
宿
舎
と
な
る
官
舎
に
移
る
、
そ
の
時
か
ら
新
た
に
始
ま

る
精
神
的
苦
痛
、
孤
独
感
、
疎
外
感
、
寂
蓼
感
、
そ
し
て
何
よ
り
も
辛

か
っ
た
の
は
、
こ
う
し
た
厳
し
い
現
実
を
、
現
実
の
も
の
と
し
て
受
け
入

れ
な
け
れ
ば
な
か
っ
た
苛
酷
な
現
状
で
は
な
か

っ
た
か
。
京
よ
り
太
宰
の

地
を
踏
む
ま
で
は
、
「
こ
れ
は
夢
で
は
な
い
か
、

い
や
夢
で
あ

っ
て
欲
し

い
」
と
い
う
、
ど
こ
か
に
自
己
を
安
慰
さ
せ
、
逃
避
さ
せ
ら
れ
る
空
間
が

存
在
し
た
も
の
が
、
道
真
の
目
か
ら
見
て
余
り
に
苛
酷
な
太
宰
の
地
の
様

は
、
自
分
の
今
の
置
か
れ
て
い
る
逃
げ
よ
う
の
な
い
状
況
を
、
容
赦
な
く

つ
き
つ
け
た
も
の
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
道

真
が
心
の
支
え
と
し
て
得
よ
う
と
し
た
も
の
は
、
こ
の
今
の
苛
酷
な
現
状

と
類
似
し
た
体
験
を
持
つ
、
過
去
の
偉
人
た
ち

の
そ
れ
に
倣
い
、
追
体
験

を
す
る
以
外
に
、
今
の
自
分
を
鼓
舞
で
き
る
も

の
は
存
在
し
な
か
っ
た
所

に
、
こ
の
詩
を
創
作
し
よ
う
と
し
た
時
に
発
想
を
得
た
と
思
わ
れ
る
白
居

易
ら
の
そ
れ
と
は
全
く
異
な
る
、
「道
真
の
筆
舌
に
尽
し
難
い
孤
独
感
が
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あ
っ
た
こ
と
」
を
改
め
て
想
起
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
四
章
で
取
り
上
げ
た
51
句

「同
病
求
朋
友
」
や
52
句

「助
憂
問
古

先
」
は
、
55
句

「傅
築
巌
邊
綱
」
に
込
め
ら
れ
た

「傅
説
」
の
故
事
の
出

典
の
考
察
で
述
べ
た

『史
記
』
等
の

一
文
の
内
容
で
あ
り
、
『孟
子
』
「告

子
章
句
下
」
の
一
文
の
内
容
に
他
な
ら
な
い
。
と
り
わ
け
こ
の

『孟
子
』

の

一
文
が
道
真
を
ど
れ
ほ
ど
勇
気
付
け
た
も
の
で
あ

っ
た
か
、
想
像
に
難

く
な
い
。
そ
し
て
更
に
、
56
句
の

「萢
舟
湖
上
扁
」
に
込
め
ら
れ
た

「萢

叢
」
の
故
事
を
理
解
す
れ
ば
、
権
力
者
の
圏
外
に
自
分
の
身
を
置
く
こ
と

の
出
来
な
か
っ
た
我
が
身
の
無
念
さ
が
、

一
層
際
立

っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
道
真
の
古
人
の
求
め
る
目
は
、
57
句
の

「
長
沙
沙
卑
灘
」
に

込
め
ら
れ
た
買
誼
の
故
事
や
58
句
目
の

「湘
水
水
齋
濠
」
に
込
め
ら
れ
た

屈
原
の
故
事
の
世
界

へ
と
向
か
う
の
で
あ
る
。

あ
わ
せ
て
、
53
句
の

「才
能
終
舞
剥
」
の
意
味
す
る
も
の
は
、
「傅
説
」

の
故
事
が
理
解
で
き
れ
ば
、
55
句
目
の

「傅
築
巌
邊
綱
」
の
句
内
容
と
呼

応
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
同
じ
く
54
句
目
の

「富
貴
本
連
遭
」
の
意
味

す
る
も
の
は
、
56
句
目
の

「萢
舟
湖
上
扁
」
の
句
内
容
で
あ
る

「萢
叢
」

の
故
事
と
見
事
に
呼
応
し
て
い
る
句
作
り
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
見
逃
し

て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。

【注
】

（
1
）
拙
稿

「菅
原
道
真
研
究
-

『菅
家
後
集
』
全
注
釈

（十
五
）
」
「有
明
工
業
高
等
専

門
学
校
紀
要
」

第
四
十
三
号

（2
）
拙
稿

「菅
原
道
真
研
究
1

「菅
家
後
集
」
全
注
釈

（
一
）
1
」

（「国
語
国
文

学
研
究
」
第
三
十

六
号
）
熊
本
大
学

国
語
国
文
学
会

（
3
）
太

宰
府
市
教
育
委

員
会
文
化
財

課
～
遺
跡
だ
よ
り

39
～

耳
6
=＼
＼9

N
臥
甘
.ヨ
B
p
8

む
＼津
お
包
〉
ωe
匹
1
9

く
o吋
一＼ω
O＼

〈追

記
〉

（
【
）

こ
の
稿

を
草
す

る
に
あ
た
り
、
木

下
文
理
氏
よ
り
多
大

の
ご
助
力
を

い
た
だ

い
た
。
と

り
わ
け

、
語
釈
、

『白
氏
文

集
一

の
詩
語

の
検

索
な
ど

に
お
力

添
え
頂

い
た
事

に
深
謝
申

し
上
げ

る
。

又
、
台
湾

元
智
工
学
院

の
中
国
古
典
詩
詞
曲
文

研
究

の
た

め
の
サ
イ
ト

で
あ

る

「網
路

展
書
讃

（切
HO
q
）」

（耳
9
=＼
＼
偶
ψ
巴

ヨ
幽5
望
NF
①山
F
審

＼
）

の

『全
唐
詩
』

の
項
、
及
び
北

京
大
学

中
文
系

の
唐
代

以
前

の
詩
歌

の
総
合

デ
ー
タ

ベ
ー
ス
で
あ

る

「
全
唐
詩
全

文
検

索
系
統

（q
日
閃
-。。
）」

（洋
けや
"＼＼
〇三
昌
e
。・eも
ざ

■8
＼
00qぎ

ぎ
＼け碧

Oq
一庁
類
藁
.e
×
e
）
を

詩
語
検

索

の
為

に
大

い
に
利
用

し
た
。

〈追
記
〉

（
一
一）

平
成
十

八
年

四
月
よ
り
、
「
大
牟

田
市

民
大

学
講
座
」

～
市

民
大
学
ゼ

ミ
、
道

真
梅

の

会
～

の
会

員
、
須
藤

修

一
氏

・
諸

田
素
子
氏
、
田
中
陽
子
氏
、
野
田
了
介
氏

、
井
原
和
世

氏
、
荒

川
美

枝
子
氏

の
六
名
と
定
期

的
に

「
叙
意

一
百
韻

」

の
講
読
会
を
催

し
て

い
る
。

本
稿
は
、
こ
の
会

で
討
議

・
検
討
し
た
も

の
を
基
に
加
筆

し
稿
を

し
た
た
め
た
も

の
で
あ
る
。

と
り
わ
け

（そ

の
五
）
は
荒
川
美
枝
子
氏

の
、
ま
た

（そ
の
六
）
は
野
田
了
介
氏
、

（そ

の
七
）
は
井
原
和
世
氏

の
調
査
報
告

に
教
示
を
得

る
こ
と
大

で
あ

る
。
深
謝
申

し
上
げ

る
。

（や
き
や
ま

ひ
ろ
し
/
大
学
院
第
七
回
修
了

・
有
明
高
専
）
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